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町議会だより町議会だより 令和５年８月10日発行

貝化石の原料を採掘している鉱山からの眺めとなります。
一般の方は立ち入ることのできないエリアからの眺望と
なっています。
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なかとんべつ町議会だより２２４号 ２

　令和５年第２回定例会が、６月２２日から２日間の会期で開催され、冒頭の行政報告で小林町長
から４点報告がありました。

第２回定例会第２回定例会

　令和５年１０月から新たな交通体系に移行するため、今年１月に「中頓別町・浜頓別町地域公共交通
活性化協議会」を設置し、１０月以降は決められた路線を予約に応じて運行するデマンドバスと浜頓別
高校への通学便を無償で運行することになります。本格移行前には２か月程度、実証運行も予定してお
り、スムーズな移行ができるよう引き続き準備を進めてまいります。

　町からの運営助成金や天北厚生園からの借入れをしても収支が合わないという状況の中で、今後、事
業運営を行っていくことは非常に困難と判断し、法人理事会で町への移管を申し入れることが決議され
ました。
　社会福祉法人南宗谷福祉会からの正式な申し入れを受けて、養護及び特別養護老人ホームの移管に向
けて検討していきたいと考えています。

　勝谷孝行院長につきまして、令和５年５月３１日付けにて退職致しました。
　今後におきましては、中澤院長と古武副院長の意向もあり、当面医師２人体制でこれからの医療提供
体制を構築し、地域医療の充実を進めるべく取り組んでまいります。

　令和５年度より本格的な栽培を開始することとし、去る６月１７日（土）に苗木の定植体験会を開催
いたしました。
　醸造用ブドウ栽培事業につきましては、令和８年度までの４年間で段階的に圃場整備と苗木の定植を
行い、将来的には約２，０００本を定植する予定であります。安定した収量が見込まれ始める令和１０
年頃に販売用ワインの委託醸造を開始し、令和１２年頃から中頓別産ワインの販売を行う計画としてお
ります。

　一般質問では、通告順に６議員が質問を行いました。
　報告では、令和４年度一般会計予算及び令和４年度水道事業特別会計予算を令和５年度に繰り越して
使う「繰越明許費繰越計算書」のほか、町が資本金を出資している「有限会社中頓別振興公社」の令和
４年度経営状況が報告されました。
　町長から提案された、固定資産評価審査委員及び農業委員会委員の選任同意８件、課設置条例等の一
部改正８件、妊産婦医療費助成に関する条例の新規条例１件、補正予算６件、工事請負契約の締結１件、
ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書案を原案可
決し、２３日に閉会しました。
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１．中頓別町・浜頓別町地域公共交通活性化協議会における協議の経過について

２．養護老人ホーム長寿園及び特別養護老人ホーム長寿園の町への移管について

３．中頓別町国民健康保険病院の院長の交代について

４．醸造用ブドウの本格栽培の開始について
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